








 

はじめに 

 近年,免疫応答系の解明が進み,体外からの抗原の侵入に対する宿主の免疫反

応およびその遺伝子支配に関する知見が数多く報告されている。私たちも,風疹

ウィルスに対する特異的ヒト免疫応答遺伝子(Ir gene)が第6染色体上のヒト主

要組織適合抗原系(Human Major Histocompatibility Complex,HMHC)と連鎖して

存在し,抗体産生と深くかかわっていることを報告した。この Ir gene が自然感

染の中で果す役割の詳細はまだ判っていない。そこで自然感染の中の興味ある

1つのモデルとして先天性風疹症候群(Congenital Rubella Syndrome,CRS)を選

び,その成因に Ir gene がどのように関係し,さらに胎芽期に受けた損傷がその

後の免疫応答系の成熟にどのような影響を与えるのかという問題について,HLA

抗原を用いて検討することが今回の研究目的である。 


